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　あんなに高いところからロー

プ一本でさあっと舞い降りてく

る救急救命士がこの世にいるな

んて！　そんな人が天からさあ

っと救助にやってきたら、急病

人にとっては神様にしか見えな

いことでしょう。

　気道確保、AED装着、心マッ

サージなどの救命措置が目の前

で滑らかに行われていきます。

　さてどこかで見たことがある

シーン。みなさんお手元の『海

蝶』の149㌻をご覧ください

（笑）。

主人公の女性潜水士、忍
お し

海
み

愛
あ い

が

沈没船内の捜索中にブラックア

ウトを起こし、船上に引き上げ

られて救命措置を受ける、まさ

にそのシーンです。

　執筆の際、この展示訓練で撮

影した訓練動画を何十回と見直

して参考にさせていただきまし

　連載６回目より、2019年３月

６日に横浜防災基地で行われた

展示訓練の様子をお届けしてい

ます。

　さて、Ａ水槽での溺水者吊り

上げ救助訓練のあと、すぐ隣に

あるがらんどうのスペースに案

内されました。Ｂ模擬船室と呼

ばれる場所です。３階建ての建

物以上の高さがあり、天井にぽ

っかりと四角い穴があいていま

した。強い日差しが薄暗い空間

に差し込んでいます。

　なにが始まるのかしら。

　目の前には、救急救命講習な

どの現場でよく見る、胸元がゴ

ムになっているマネキンが横た

わっています。

　岩男勝実基地長（当時）が、

説明をしてくれました。

　船内構造物内で救急患者が発

生した際の、救急救命措置を施

しながらの吊り上げ訓練だそう

です。

　10㍍近く上から「かかれ！」

の掛け声が。ひゅるるるぅ～！

　という音と共にズドンと目の

前に落ちてきたのは、サンドバ

ッグのような「錘
す い

」（緑色の降

下袋）。続けて、バックパック

を背負った隊員２人が、次々と

ロープをつたい降下してきまし

た。その間、わずか数秒。緑の

錘が落ちたときは地面にズドン

っと破裂音に似た音が響きまし

たが、隊員の皆さんは足が地面

につく音すらしない。ふわっと

舞い降りる。しかも10㍍をたっ

たの数秒で。訓練されているか

らとはいえ、地面に降下する姿

の優雅さにこちらは惚れ惚れし

てしまいます。

　早速、「聞こえますか！」と

救命措置が始まりました。

岩男基地長によると、彼らは特

殊救難隊の中でも救急救命士の

資格を持った隊員とのこと。

た。

　物語内では、その場に女性救

急救命士がおらず、仲間の潜水

士たちが愛のウエットスーツを

切り裂いて救命措置を行いま

す。女性なので、当然、乳房が

出てしまうわけで、仲間の潜水

士たち（全員男性）が、すさま

じく動揺してしまう、という内

容になっております。

　現実問題、女性救急救命士の

数は消防の中でもまだまだ少数

と聞きました。

　私も女性ですが、死の淵から

覚醒したときに男性ばかりに囲

まれていたら、無意識に緊張を

強いられます。ひとりでも女

性の顔があったら、「助かった

ぁ」と、真に安心できます。

　女性要救助者の存在が想定さ

れる現場では、迅速に女性救急

救命士が配備されるような体制

が整うといいなと思っておりま

す。 

 （つづく）

女性救急救命士の数が増えたらいいな

死の淵から覚醒した時、女性の顔があったら安心

訓練終了後、敬礼（筆者撮影）
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　本遠洋航海は、新型コロナウ

イルスの世界的感染の影響を受

け波瀾の幕開けで、当初予定さ

れていた世界一周航海に代え、

先ずは無菌化確認を目的に訓練

を交えながら日本沿岸の航海で

始まりました。

　引き続き呉・保安大で上陸な

しのまま燃料等を補給後、太平

洋に乗り出し東進、日付変更線

までの往復航海が行われまし

た。復路では、どれも無寄港な

がら南鳥島や沖ノ鳥島、父島な

　著者は、同志社大学法学部教

授である坂元教授。（一財）国

際法学会代表理事、国際人権法

学会理事長、日本海洋政策学会

理事、日本海洋法研究会会長等

の要職を務められるとともに、

海上保安庁や（公財）海上保安

協会の研究会に長年にわたり参

画されている。

　本書は、海洋強国をめざす中

国の海洋進出に対して、日本と

していかに対処すべきかを国際

法の観点から論じたものであ

る。南シナ海及び東シナ海など

日本の海で何が起きているのか

を一般読者向けにわかりやすく

解説するとともに、日本のある

べき対応について論じ、最後に

「侮ってはならない中国」と

「侮らせてはならない日本」と

して日本の今後について「われ

われは、徹底したリアリストに

ならなければならない」と警鐘

を発しておられる。

　日本国民が日頃触れることの

できない沖合の日本の海で、何

が起きているかを正確に把握

し、日本の海の平和と安全を維

持し日本の繁栄をもたらすため

には何が必要かを考えるために

最適の書である。（公財）海上

保安協会理事長　 秋本茂雄

　浜田保安部は10月18日、大型

台風の襲来を想定した「島根県

総合防災訓練」に参加し、県水

難救済会（大田救難所）と連携

した救助物資輸送訓練に参加し

た。

　訓練は、大型の台風で自治体

（島根県大田市）が避難所を開

設、当部の巡視船「いわみ」と

水難救済会大田救難所の所属船

が協力して、海路から物資を輸

送する――という想定で行われ

た。

　浜田保安部が管轄する県西部

は、東西の距離約100㌔と非常

に長い状況でありながら、主要

道路が国道９号しかないこと、

「いわみ」が着岸可能な岸壁が

浜田港にしかないことを、年度

当初から訓練主催者である県と

同救難所とで共有し、災害発生

時には浜田市にある備蓄倉庫か

ら、巡視船及び水難救済会所属

船が連携しての物資輸送の必要

性と方法を検討し、本訓練の実

施となった。 （浜田）

　８月14日、新型コロナウイル

スが世界中に猛威を振るう中、

約40日間にわたる日付変更線往

復航海のほか、日本本土から遠

く離れた沖ノ鳥島や南鳥島、石

垣島、父島の離島などを巡る国

内航海を終え、私たちは無事呉

に帰港しました。世界一周の航

海は経験できなかったものの、

国内における海上保安庁の業務

について知見を広める貴重な機

会となり、また「海上保安政策

プログラム（MSP）」学生との交

流を深め、国際感覚を涵養しま

した。

　本実習を振り返ると、同期と

共に乗り越えた各種訓練や、航

海当直、船内生活などは非常に

充実した日々であり、かけがえ

のないものとなりました。今

後、約４カ月間に及ぶ研修終了

後、12月に現場へ赴任すること

になる私たちですが、こじまで

学んだ多くのことを生かし、思

いやりのある海上保安官になり

たいと思います。

ど、我が国の海洋権益保護の観

点から重要な島々を巡りました

が、輝いた目で島々を見つめる

実習生の様子が特に印象的でし

た。またここまでの航海実習

は、上陸を制限されたり無寄港

のままトータル40日間にも及

び、実習生にとって肉体的・精

神的にかなりハードなものにな

りました。

　その後停泊実習に引き続き、

本遠洋航海初の寄港地となった

高知での巡視船「とさ」による

展示訓練の見学、石垣への往路

で「海上保安政策プログラム」学

生との交流プログラム、父島で

の貴重稀な要所の見学など、例

年の遠洋航海にも引けを取らな

い充実した内容になりました。

　また例年は、シンガポールか

ら日本への帰路中、教官は見守

りながらの実習生による「１人

ワッチ」がありますが、今回

は、高知への航海から実習生に

よる積極的で主体性のあるワッ

チ姿勢が随所に見られ、諸訓練

時においても同様でした。

　なお今回の日付変更線までの

往復航海は、保大本科１期生に

よる昭和29年のミッドウエイ海

域往復航海と略ルートが重なり

ますが、船体の大きささや諸性

能など現在と比べ当時の航海や

船内生活のご苦労を偲ぶに単な

る比較は失礼ながら、１期生の

方々にとって孫の代の後輩が同

じ航海ルートを辿るとは当時誰

もが夢にも思われなかったでし

ょう。また至極当然ですが、当

時から数え今回ちょうど66年が

経過、今回の実習生は本科第66

期生と、話題としては覚えやす

い数字のような気がします。あ

と遠洋航海中における保安大専

攻科生の伝統として、いかなる

状況下でも「懸命に挑む姿勢」

は、66期生においても引き続き

不変の様です。

　最後になりますが、無事本遠

洋航海を終えるに当たり、奥島

高弘長官、鹿庭義久大学校長か

らのあたたかい激励を始め、本

庁・海保大にあっては実習生へ

出来る限りの経験や機会を与え

るべく調整に尽力して頂き、六

本部・呉保安部にあっては船体

修繕や福利厚生等の支援を頂

き、高知保安部・石垣保安部・

小笠原保安署にあっては急な寄

港にも関わらず調整に尽力して

頂きました。さらには我らが赤

ひげ先生こと、向井勝紀医務官

にあっては船内での感染症対策

で皆が不安に陥る中、多くの相

談や貴重な助言を得ることがで

きました。深く感謝申し上げま

す。

たくましくなった実習生たちの顔、顔、顔

大型台風の襲来を想

定して行われた訓練
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令和２年度遠洋航海を終えて

練習船こじま業務管理官　川下弘

66年経ても伝統は不変

新刊紹介

大型台風襲来想定し官民が連携訓練


